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電気科
発電と送電､配電跡電力の利用技術､情報通信網など電気について幅広く学びます
あわせて各種国家資格取得を目指します

地元の電気工事会社で活躍する
ＯＢを招いての第一種電工講習会ｂ
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冨肖孫

第一種・第二種電気工事士／第三種電気羊仔技術者／２級

電気工事施工管理技士（学科）／（ネットワーク接続技術

者）工事担任者DＤ１．３種／危険物取扱者/消防設備士

／情報技術検定／計算技術検定／パソコン利用技術検定.．、
品質管理検定..'技能検定（シーケンス）／ITパスポート
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東
北
電
力
株
式
会
社

千
田
翻
平
さ
ん
［
平
成
一
一
十
年
度
卒
業
］

③
仕
事
内
容
に
つ
い
て
▽
配
電
設
備
の
巡
視
や
、
建
物
の
内
線
調
査
、
台
風
や

雷
等
の
白
騨
流
災
害
に
よ
る
停
電
の
復
旧
嵯
乗
で
す
。
平
成
一
一
十
三
年
三
月
十
一

日
に
東
日
本
大
震
災
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
岩
手
県
大
船
渡
市
で
津
波
を
体

験
し
ま
し
た
。
普
段
の
見
慣
れ
た
町
並
み
が
一
瞬
に
し
て
瓦
喋
の
山
に
な
り
、

当
社
の
設
備
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
今
ま
で
に
な
い
く
ら
い
仕
事
は

忙
し
く
大
変
で
し
た
が
、
お
客
さ
ま
か
ら
お
礼
の
言
葉
や
お
疲
れ
様
と
声
を
か

け
て
い
た
だ
い
た
と
き
に
は
、
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。
、
工
錐
零
伺

校
で
の
思
い
出
▽
部
活
動
の
柔
道
で
す
。
練
習
は
厳
し
い
も
の
で
し
た
が
、
社

会
人
に
な
っ
て
も
体
力
的
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
、
今
の
仕
事
や
生
活
に
役

立
っ
て
い
る
こ
と
▽
専
門
教
科
の
学
習
や
電
気
工
事
士
な
ど
の
資
格
取
得
で

す
。
仕
事
を
す
る
上
で
必
要
な
資
格
も
あ
り
、
時
間
が
あ
る
高
校
の
と
き
に
集

中
し
て
勉
強
が
で
き
、
良
か
っ
た
で
す
。
④
印
象
に
残
っ
て
い
る
先
生
▽
三
年

間
担
任
を
し
て
下
さ
っ
た
山
蕗
尭
生
で
す
。
資
格
取
得
や
就
職
試
験
だ
け
で
は

な
く
社
会
人
と
し
て
の
礼
儀
も
教
え
て
い
た
だ
き
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
③
中
学
の
こ
ろ
想
像
し
て
い
た
社
会
人
と
、
現
在
の
自
分
と
の
違
い
▽
中

学
生
の
こ
ろ
は
社
会
人
に
な
れ
ば
一
人
前
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た

が
、
社
会
人
に
な
っ
て
初
め
て
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
た
て
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
社
会
人
に
な
り
、
学
ぶ
こ
と
が
多
く
、
毎
日
が
勉
強
で
す
。

由

在学中に
取得できる

資格

、

１
１
雲
霞

第
二
狐
盃
工
の
鉦
妃
賊
験
を
突
破

し
、
七
月
末
の
技
能
試
験
直
前
の

根
子
。

先輩に聞こう。
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電子科
罰電子回路の基礎か瞳扇話､無線､テレビなどの通信分野コンピュータやディンタル回路

自動制御技術などの広い範囲Ｌわたって基本的な理論の学習やそれらの実験や実習を行します
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、
函

山
本
正
弘
さ
ん
［
平
成
二
十
二
年
度
卒
業
］

⑳
高
校
生
活
の
思
い
出
▽
弓
道
部
で
活
動
し
一
生
懸
命
技

力
向
上
に
努
め
た
こ
と
で
県
準
優
勝
と
い
う
結
果
を
残
せ

た
こ
と
で
す
。
様
々
な
行
事
で
は
ク
ラ
ス
や
科
の
団
結
を

深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
、
卒
業
後
、
役
に
立
っ
た

資
格
▽
電
子
機
器
組
立
三
級
で
す
。
国
家
資
格
で
あ
り
、

放
課
後
は
合
格
に
向
け
て
頑
張
り
ま
し
た
。
③
工
業
を
選

ん
で
良
か
っ
た
こ
と
▽
富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
株
式
会
社
と
い
う
、
も
の
づ
く
り
に
携
わ
る
会
社
に

入
社
出
来
た
こ
と
。
弓
道
に
出
会
え
て
心
身
共
に
自
分
を

鍛
え
、
向
上
心
を
持
っ
て
乗
り
越
え
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

④
高
校
時
代
の
部
活
動
▽
弓
道
部
に
所
属
し
、
三
年
間
継

続
し
て
努
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
大
会
に
お
い
て
成
果

を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
⑤
中
学
生
た
ち
へ
一
言

▽
目
標
を
持
っ
て
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
下
さ
い
。
一

生
懸
命
取
り
組
め
ば
必
ず
成
果
を
残
せ
る
は
ず
で
す
。

富
士
壷
ゼ
字
ラ
ル
エ
レ
ク
ト
ロ
ー
ー
ク
ユ
株
式
会
社
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旦

各種無線技師／工事担任者／情報処理技術者／情報技術検

定／危険物取扱者／工業英検／計算技術検定／パソコン利
用技術検定／ITパスポート／技能検定（電子機器組立て）

技能検定（電子機器組立3級】
銀賞受賞作品。

在学中に
取得できる

資格
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電子機械科子
世の中にある機械はコンピュータで制御されているものがほとんどです。電子機械科

では機械部品の加工法、電子機器の使用法、機械の制御方法を総合的に学習します。
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千
葉
隆
盛
さ
ん
［
平
成
二
十
四
年
度
卒
業
］

⑳
高
校
生
活
の
思
い
出
▽
私
が
入
学
し
た
際
、
サ
ッ
カ
ー
部
が
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
入
学
し
一
年
ほ
ど
で
サ
ッ
カ
ー
部
が
で
き
、
高

校
で
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
事
が
出
来
た
事
で
す
。
＠
卒
業
後
に
役
立
っ

た
資
格
▽
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
で
す
。
仕
事
で
も
使
う
機
会
が
あ
る

の
で
、
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。
③
工
業
高
校
に
入
学
し
て
良
か
っ
た

こ
と
▽
友
伸
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
い
う
も
の
づ
く
り
に
携
わ
る
会

社
に
入
社
出
来
た
こ
と
で
す
。
工
業
高
校
に
は
多
く
の
求
人
が
あ
り

ま
す
。
や
り
た
い
仕
事
が
き
っ
と
見
つ
か
る
と
思
い
ま
す
。
③
高
校

時
代
の
部
活
動
▽
サ
ッ
カ
ー
部
で
し
た
。
先
輩
や
後
輩
と
切
嵯
琢
磨

す
る
充
実
し
た
毎
日
で
し
た
。
部
活
動
を
通
じ
て
、
精
神
力
や
忍
耐

力
を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
。
中
学
生
へ
一
言
▽
工
業
高
校

で
は
た
く
さ
ん
の
資
格
を
取
得
す
る
事
が
で
き
、
就
職
す
る
際
の
選

択
肢
も
増
え
ま
す
。
さ
ら
に
就
職
し
て
か
ら
も
役
に
立
つ
資
格
が
あ

る
の
で
将
来
に
む
け
て
勉
学
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。

在学中に
取得できる

資格

電
子
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械
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TOPICS！

工場見学を行い、種々な職粟について
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岩
手
県
南
広
域
振
興
局
土
木
部

平成27年ものづくりコンテスト東北大会
測丑部門準優勝

国交省との協働によるR4号線拡張工巾
に関する連携事業

士木科
測量、土やコンクリートの性質、橋の設計、土木工事など、実験･実習･コンピュー

タも活用して学習します。測量や土木施工に関する国家試験の取得を目指しますして ま

測量士／測量士補／２級土木施工管理技術者（学科）／

危険物取扱者／工業英検／計算技術検定／小型車輔系建
設機械／パソコン利用技術検定

E学中
得でそ
資格
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先輩に聞こう。

土木科独自の先翠に聞く会

《

早
’

長
山
賠
平
さ
ん
［
平
成
二
十
四
年
度
卒
業
］

⑪
高
校
生
活
で
の
思
い
出
▽
弓
道
部
で
３
年
間
活
動
し
、
３
年
生
の
高
総
体
東
北
大
会
で
団
体
ベ
ス
ト
８
に
入

れ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
土
木
科
で
同
級
生
と
一
緒
に
資
格
取
得
の
為
に
勉
強
し
た
こ
と
や
、
遊
ん
だ
こ
と
も

思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。
一
関
工
業
で
の
生
活
は
、
自
分
の
人
生
の
中
で
と
て
も
充
実
し
た
３
年
間
で
し
た
。

＠
卒
業
後
、
役
に
立
っ
た
資
格
▽
測
量
士
補
、
土
木
施
工
管
理
技
術
者
。
ど
ち
ら
も
、
現
場
を
経
験
し
て
か
ら

振
り
返
る
と
「
こ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
」
と
深
く
理
解
で
き
る
の
で
、
取
得
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し

い
で
す
。
、
工
業
を
選
ん
で
良
か
っ
た
こ
と
▽
高
校
卒
業
後
に
就
職
を
考
え
て
い
た
の
で
、
就
職
先
の
選
択
肢

が
多
く
自
分
の
希
望
に
合
っ
た
就
職
先
を
選
べ
た
こ
と
で
す
．
私
の
よ
う
に
公
務
員
希
望
の
人
で
も
、
専
門
教

科
以
外
に
一
般
教
科
の
指
導
を
し
て
も
ら
え
た
の
で
試
験
の
時
に
役
に
立
ち
ま
し
た
。
⑳
高
校
時
代
の
部
活
動

▽
弓
道
部
。
仲
間
と
指
導
者
に
恵
ま
れ
、
３
年
生
の
高
総
体
県
大
会
で
は
団
体
準
優
勝
。
東
北
大
会
で
ベ
ス
ト

８
ま
で
行
け
ま
し
た
。
弓
道
を
通
し
て
、
精
神
力
や
集
中
力
、
人
間
力
も
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
弓
道

部
で
の
活
動
が
な
け
れ
ば
今
の
自
分
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
⑤
中
学
生
た
ち
へ
一
言
▽
進
学
先
で
悩
ん
で
い

る
人
も
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
高
校
卒
業
後
の
就
職
先
や
進
学
先
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
分
が
こ
れ
か

ら
や
り
た
い
こ
と
（
部
活
、
勉
強
等
…
）
を
支
え
て
く
れ
る
環
境
の
あ
る
学
校
に
行
く
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

高
校
生
活
で
の
思
い
出
は
一
生
の
宝
物
に
な
る
の
で
精
一
杯
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

土
木
科
室

Ｈ
１

.に
きる

『

Ｅ

写
で
宅
凸測畳同家試験に

向けての学習会

土木科
TOPIC劃
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主な活動成績(平成30年度） ｐ八ンドボール部

平成30年度第５１回県南ハンドボール選手権春季大会準優勝
ｐラグビー部

平成30年度岩手県高等学校ラグビーフットボール新人大会Ｂブロック3位
、弓道部

岩手県高等学校総合体育大会弓道競技団体第２位
第４８回東北高等学校弓道選手権大会団体第２位
平成30年度岩手県高等学校新人大会第３位

レサッカー部

第97回全国高等学校サッカー選手権大会２回戦進出
Ｕ－１Ｂサッカーリーグ岩手201Ｂｉ・LEAGUE（DlVlSlON3南）グループ2位
第53回岩手県高等学校新人サッカー大会２回戦進出

し囲碁将棋

第40回高校将棋大会Ｂ級団体5位Ｂ級個人準優勝
第27回岩手県高等学校文化連盟囲碁新人大会Ｂ級男子団体優勝

じ生活文化同好会

一関夏祭り七夕飾り天の川賞
､工学研究部

平成30年年度全国ロボット競技大会岩手県選考会第３位全国大会出場
p美術同好会

第４１回岩手県高等学校総合文化祭美術工芸展入選3点
p写真部

、野球部

第100回全国高等学校野球選手権記念岩手大会３回戦進出
レソフトテニス部

平成30年度第63岩手県高等学校新人大会ソフトテニス競技団体戦２回戦進出
，卓球部

第70回岩手県高等学校総合体育大会卓球競技
学校対抗準優勝ダブルスベスト１６シングルスベスト１６東北大会出場
第42回東北高等学校選抜卓球大会岩手県予選会優勝東北選抜大会出場

レバレーボール部

第70回岩手県高等学校総合体育大会男子ベスト１６女子出場
し柔道部

第70回岩手県高等学校総合体育大会柔道競技
１部男子個人６６kg級ベスト１６８１kg級ベスト８１００kg級ベスト１６

pバスケットボール部

第70回岩手県高等学校総合体育大会優勝インター八イ出場
第７１回全国高等報バスケットボール選手権大会岩手県予選会(ｳｲﾝﾀーｶｯ県予選)優勝
第64回岩手県高等学校新人バスケットボール大会優勝

p陸上競技部

平成30年度春季陸上競技会5000ｍｗ優勝
第70回岩手県高等学校総合体育大会5000ｍｗ優勝

平成８０年度岩手県高等学校文化連盟写真専門部夏季写真コンテスト佳作
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第６９回岩手県高等学校新人陸上競技大会5000ｍｗ優勝
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【一関管内】㈱フタバ平泉／東北酸素㈱／㈱長島製作所／

㈱フジテック岩手／㈱富士這ゼネラルエレクトロニクス／

㈱大昌電子岩手工場／㈱アステックコーポレーション東

北工場／ＳＷＳ東日本㈱／カメイ㈱一関営業所／一関ヒロ

セ電機㈱／イワニチ高速オフセット㈱／佐藤㈱一関営業

所【岩手県内】㈱やまびこ盛岡事業所／㈱ユーテムプレシ

ジョン東北工場／日興電気㈱／トヨタ自動車東日本岩手工

場【県外】㈱ロッテ／サトーホールディングス㈱／いすず

自動車㈱／東京パワーテクノロジー㈱／新コスモス電機メ

ンテナンス㈱／日本電気㈱／アントラス㈱／㈱椿本チエイ

ン／東芝エレベータ㈱東京支社／新日本無線㈱／㈱ブレイ

ンアーツ【公務員】警視庁

電子機械科

就職先

スペシャリストの育成
目指す学校像

E1B歳の自立」
スペシャリストとしての基礎力(学力･人間力)の充実

学力･人間力
･将来の生活設計が確立した就職

･将来の目的意織を明確にした進学

1)自分で課題を見つけ､自ら学び､自ら考え､主体的に判断し､行動し、
よりよく問題を解決する能力

2)自らを律しつつ､他人と協調し､他人を思いやる心や感動する心などの
豊かな人間性

3)たくましく生きるための健康･体力

今年度の重点目標

｢進路実現｣(進路達成率100％）
学びへの意欲．ふさわしい身なり･資格取得･部活動

新入生の必要経費 (平成３１年度実績）

p入学料５，６５０ 円

ｂ授業料９，９００円（月額）
※高等学校等就学支援金制度の申請書を提出し認定された場合は、支援金の支給を受けられます。

p入学時一括納入金５ｓ,９１４円～６７，４５６円(学科による）

ｂ教科書･体育用具･作業着等３５，４５５円～ＢＢ,９６０円(学科による）

p制服購入費男子３４，１１フ円(指定Yシャツなし､各自別途用意）

女子Ｂ９，７４４円(刺繍校章付ブラウス2,700円~4,212円）

し諸会費（PTA･生徒会･教育振興費）４フ,５２０円(４月～１月、１０回にて分納）
※生活保護家庭、施設入所生徒を対象にした諸会費免除制度があります。

所／㈱東北マシナリー／㈱一関LIXlL製作所／㈱ケーエム

エフ／川蛎印刷㈱【岩手県内】東京エレクトロンテクノロ

ジーソリューションズ㈱【県外】ＪＲ東日本テクノロジー

㈱／いすず自動車㈱／コスモ石油㈱／寺岡オート・ドアシ

ステム㈱／JFEスチール㈱東日本製鉄所／日産自動車㈱／

東鉄工業㈱／山王テック㈱／㈱SUBARU群馬製作所／㈱

日立ビルシステム東京総支社【公務員】岩手県教育委員会

土木科

昭和34年一関市立一関工業高等学校設置認可

一関市立一関小学校南側校舎を仮校舎として開設

耐気科、電気通信科設置、校章制定

昭和35年第一期工事着工

姻気科、廼気通信科科章制定、新校舎へ移動

昭和3B年第三独餓気羊仔技術者免状に関する鹿定校となる

昭和３９年電気通信科を電子科に名称変更、校旗制定､校歌制定

昭和40年晒子科設置

昭和43年屋内体育館落成

昭和44年創立１０周年記念式典を挙行

昭和４９年一関市立一関工業高等学校廃止、

同日岩手県立一関工業高等学校設固

昭和53年岩手県立一関第二高等学校土木科の移管により

土木科を設置

昭和59年本校舎改築造成

昭和62年耐子樋械科段置

平成１１年創立40周年記念式典を挙行

平成１２年グラウンド改修工事完了

土木科産振模大規模改造~[事着工

平成１３年太隔光発露謎毒宮成

平成１４年土木科産握棟大規模改造工事落成、焼却炉設備撤去

平成１５年文部科学省学力向上モデル地域の指定（３年間）

岩手県教育要員会学力向上フロンティア八ｲｽｸー ﾙ願業指定

平成１７年部室改修工事完了

平成１９年浄化梱改修工事完了

平成20年校内通路整備工事完了

平成２１年創立50周年記念式典、記念講演を挙行

平成22年［域潅4轄鱈催至舞|設備詩語工事完了

平成23年第一体育館耐震補強工事完了

平成26年太陽光発電i錘:詩江事完了

令和元年創立60周年

■■■■■■

岩手県立一関工業高等学校

電気科

【_関管内】㈱アロン社／㈱アイデン／㈲鈴木製作所／丸

鴬木材㈱／㈱フタバ平泉／㈱金深電気工業所／㈱SHOEI

岩手工場／㈲鎌田組一関出張所／㈱佐原／㈱モディー【岩

手県内】ＪＲ盛岡鉄道サービス㈱／雄勝セラミックス㈱北

上工場／東芝メモリ岩手㈱【県外】㈱ユアテック／東光電

気工事㈱／㈱ユウアイ通建／㈱関電工／東京ビジネスサー

ビス㈱／ジオマテック㈱金成工場／新日鋤住金㈱君津裂鋤

所／㈱ネクスコ・エンジニアリング東北／東北電力㈱／パ

ワーソース㈱／JFEベルテック㈱／東日本電気エンジニア

リング㈱ＪＲ東日本テクノロジー㈱【公務員】一関市職員

初級消防

電子科

【_関管内】朝田建設㈱／㈱平野組／社会福祉法人つくし

会特別獲謹老人ホーム明生園【県外】㈱ネクスコ・エンジ

ニアリング東北／東鉄工業㈱／パナソニック産機システム

ズ㈱／大成ロテック㈱／世紀東急工業㈱／㈱JP八イテッ

ク／東京技工㈱／東急軌道工業㈱／野口建設㈱／㈱トマツ

ク／ユニオン建設㈱／㈱熊谷組／仙建工業㈱／鹿島道路㈱

／東京地下鉄㈱【公務員】岩手県騒員／‐関市職員／登米

市職員／千葉県騒員

〒021-0902岩手県一関市萩荘字釜ケ洲５０

TELO191-24-2331／FAXO191-24-4540

E-mailict-h＠iwate-ed.』ｐ
ＵＲＬhttp://www2.iwate-edjp/ict-h/index・hｔｍｌ
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進学先

【国公私立大学】八戸工業大学/盛岡大学／富士大学／
石巻専修大学／東北学院大学／東北工業大学／東日本国際

大学／白鴎大学／聖学院大学／日本工業大学／新潟医療福
祉大学

【高専・短大】一関工業高等専門学校
【大学校・文科外】岩手県立産業技術短期大学校/岩手
県立千厩高等技術専門校

【専修学校】－関准看護高等専修学校/盛岡医療福祉専
門学校／盛岡情報ビジネス専門学校／北上コンピュータ・

アカデミー／仙台医健・スポーツ＆こども専門学校／仙台

医疲福祉専門学校／仙台工科専門学校／仙台総合ペット専

門学校／仙台リゾート＆スポーツ専門学校／東北電子専門

学校／東京電子専門学校／東北法律専門学校仙台校／東北

文化学園専門学校／工学院専門学校

‐
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【一関管内】㈱富士通ゼネラルエレクトロニクス／ＳＷＳ

東日本㈱／一関ヒロセ電機㈱／明興双葉㈱八一ネス事業部

東北駆業所／日本端子㈱／千住スプリンクラー㈱岩手事業

や
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唾畳 雪雲雲霞

教育目標

進路状況(平成s,年３月卒業生） 沿革


